
○ 地方公共団体における就職氷河期世代支援に係る中途採用に関する調査の結果

１．令和６年度の就職氷河期世代支援に係る中途採用試験の採用者数と実施団体数

採用者数 実施団体数

うち就職氷河期世代
（38歳～53歳）

団体数 実施率 団体数 実施率

226 人 2,422 人 909 人 28 団体 59.6% 46 団体 97.9%

(203 人) (1,732 人) （653 人） (29 団体) 61.7% (43 団体) 91.5%

128 人 1,125 人 461 人 14 団体 70.0% 19 団体 95.0%

(109 人) (1,114 人) （380 人） (16 団体) 80.0% (19 団体) 95.0%

176 人 9,757 人 2,402 人 40 団体 2.3% 1,076 団体 62.5%

(172 人) (8,196 人) （2,269 人） (50 団体) 2.9% (1,014 団体) 58.9%

530 人 13,304 人 3,772 人 82 団体 4.6% 1,141 団体 63.8%

（484 人） (11,042 人) （3,302 人） (95 団体) 5.3% (1,076 団体) 60.1%

 全部が受験可能な職員採用試験をいう。

※（）内の数字は令和６年５月28日付け「地方公共団体における就職氷河期世代支援に係る中途採用の一層の推進について（通知）」にて公表を行った令和５年度における採用実績である。

※「Ａ 就職氷河期世代に限定した中途採用試験」とは、主として、令和６年４月１日時点の年齢が大卒程度で概ね42歳以上53歳以下、高卒程度で概ね38歳以上49歳以下の者を対象として就職氷河期世代の支
 とすることを明示の上、実施する職員採用試験をいう。

※「Ｂ 就職氷河期世代が受験可能な中途採用試験」とは、上記Ａに該当する採用試験及び「主に新規学卒者を対象とした採用試験」を除く採用試験で、令和６年４月１日時点の年齢が38歳以上53歳以下の者
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